
２０５型街きょ工 h

２０２８ 町 田 市 道 路 部

（100m当り）

形状寸法

コンクリート

品　　　　名

材　　料　　表

摘　　　　要

200

街きょ工(２０５型)

横 断 面 図

歩車道境界ブロックＢ

1
7
5

50050

2
5
0

750

2
0
0

5
0

h
1
6
5

1
0

2
5
0

4
2
5

205

225
30

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

コンクリート　普通18-8-20BB

コンクリート　普通18-8-20BB

基礎工は車道路盤に準ずる

路盤構造により調節用
として用いる(別途計算)

コンクリート　普通18-8-20BB

平 面 図

1：20

2
5

1
8
0

5
0

2
0
5

7
5
0

600

数　　量 単位

16.0
180×250×600歩車道境界ブロックＢ 205 本165.0

モ　ル　タ　ル 0.1

型　　　　　枠 58.0 ㎡

１：３

普通18-8-20BB m3

m3

モルタル(１：３)

敷モルタル用

形　状

排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

(補修用)
S=1/10

69 kg/個

(注)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



２０２９ 町 田 市 道 路 部

（100m当り）

形状寸法

コンクリート

品　　　　名

材　　料　　表

摘　　　　要

165

街きょ工(１５５型)
横 断 面 図

歩車道境界ブロックＡ
1
2
0

50035

2
5
0

700

1
5
0

5
0

h
1
6
0

1
0

2
0
0

3
7
0

170

175
30

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

コンクリート　普通18-8-20BB

基礎工は車道路盤に準ずる

路盤構造により調節用
として用いる(別途計算)

平 面 図

６％

2
0

1
5
0

3
5

1
7
0

7
0
0

600

数　　量 単位

15.0

150×200×600歩車道境界ブロックＡ 170 本165.0

モ　ル　タ　ル 0.1

型　　　　　枠 57.0 ㎡

１：３

普通18-8-20BB m3

m3

モルタル(１：３)

１５５型排  水 街きょ工 ２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

敷モルタル用

S=1/10

45 kg/個

ｈ

コンクリート　普通18-8-20BB

コンクリート　普通18-8-20BB

(注)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



２０３０

（100m当り）

形状寸法

コンクリート

品　　　　名

材　　料　　表

摘　　　　要

200

街きょ工(２０５型)
横 断 面 図

歩車道境界ブロックＢ

1
7
0

50050

2
5
0

750

2
0
0

5
0

h
1
6
0

1
0

2
5
0

4
2
0

205

225

30

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

コンクリート　普通18-8-20BB

基礎工は車道路盤に準ずる

路盤構造により調節用
として用いる(別途計算)

平 面 図

６％

2
5

1
8
0

5
0

2
0
5

7
5
0

600

数　　量 単位

15.8
180×250×600歩車道境界ブロックＢ 205 本165.0

モ　ル　タ　ル 0.2

型　　　　　枠 57.0 ㎡

1：３

普通18-8-20BB m3

m3

モルタル(１：３)

敷モルタル用

２０５型排  水 街きょ工 ２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

S=1/10

69 kg/個

ｈ

町 田 市 道 路 部

(注)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。

コンクリート　普通18-8-20BB

コンクリート　普通18-8-20BB



２０３１ 町 田 市 道 路 部

（100ｍ当り）

形状寸法

コンクリート

品　　　　名

175

街きょ工(１５５ＳＦ型)
横 断 面 図

両面歩車道境界ブロックＡ

1
2
0

500

2
5
0

1
6
0

1
0

1
0
0

3
7
0

175 30

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

コンクリート　普通18-8-20BB

基礎工は路盤工に準ずる

路盤構造により調節用
として用いる(別途計算)

平 面 図

６％

1
5

1
5
0

7
0
0

600

モ　ル　タ　ル

普通18-8-20BB

1
0
0

モルタル(１：３)

歩道面

150/190×200×600

4
0

5
0

6
0

1
5
0

4
0

6
0

700

25

1
0

1
7
5

2
5

数　　量単位

15.0

本 83.0

82.0

0.2

m3

本

57.0㎡

両面歩車道
境界ブロックＡ

両面歩車道
境界ブロックＡ－ＳＦ

型　　　　　枠

１：３

150/190×200×600
(水抜き)

m3

材　　料　　表

１５５ＳＦ型排  水 街きょ工 ２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

S=1/10

備　　考

49 kg/個

37 kg/個

ｈ

ｈ

及び両面歩車道境界ブロックＡ-ＳＦ

(注)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。

コンクリート　普通18-8-20BB

コンクリート　普通18-8-20BB



２０３２ 町 田 市 道 路 部

（100箇所当り）

形状寸法

コンクリート

品　　　　名

材　　料　　表

摘　　　　要

175

街きょ工(１５５ＳＦ型)端末

横 断 面 図

両面歩車道境界ブロック（端末）

1
2
0

500

2
5
0

1
5
0

1
6
0

1
0

1
0
0

3
7
0

175 30

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

コンクリート　普通18-8-20BB

基礎工は路盤工に準ずる

路盤構造により調節用
として用いる(別途計算)

平 面 図

６％

1
5

1
5
0

3
5

1
6
5

7
0
0

600

数　　量 単位

18.0
150

両面歩車道境界ブロック(端末) 190 本200.0

モ　ル　タ　ル 0.2

型　　　　　枠 68.4 ㎡

１：３

普通18-8-20BB m3

m3

1
0
0

1
5

1
5
0

1
0

1
7
5

2
5

7
0
0

モルタル(１：３)

歩道面

ＢＢ

600

1
6
0

1
0

2
0
0

7
0

Ｂ－Ｂ 断 面 図

両面歩車道境界ブロック(端末)

x200x600(１５０Ｒ)

150R

1 9 0
1 5 0

(注1)　本材料表は、すりつけ部両側の数量である。

×200×600(Ｒ１５０)

１５５ＳＦ型排  水 街きょ工 ２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

端  末

S=1/10

44 kｇ/個 

ｈ

ｈ

(注2)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。

コンクリート　普通18-8-20BB

コンクリート　普通18-8-20BB

コンクリート　普通18-8-20BB

コンクリート　普通18-8-20BB



２０３３ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(１５５型 車乗入れ部)

正 面 図

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

として用いる(別途計算)

路盤構造により調節用

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

h
1
4
0
1
0

2
0
0

すり合せ部 すり合せ部

Ａ Ｂ

乗入れ部

切下げ延長　Ｌ

ＢＡ

歩道切下げコンクリートブロックＢ１型歩道切下げコンクリートブロックＡ１型

材　　料　　表

3002000.442.6303Ａ型 160.6

5002000.659.7424Ｂ型 224.8

7002000.876.7545Ｃ型 289.1

1,0002001.1102.3727Ｄ型 385.5

型式

T

切り下
延　長

L　(cm)

コンクリート
普通18-8-20BB

(ｍ )

モルタル
１：３

型　枠

(㎡)

すり合せ
ブロック
Ａ１型
(個)

乗入れ
ブロック
Ｂ１型
(個)

収容施設の種別
(参考)

3 (ｍ )3

軽自動車を収容する施設
(例　軽自動車)

普通自動車　(3の一部)
び4,5,6ナンバー)　及び
小型自動車　(8の一部及

を収容する施設
(例　普通乗用車)
小型自動車　(8の一部及

を収容する施設で前面道
路の狭い場合

(例 ２ｔ～４ｔ トラック)

普通自動車　(3,8の一部
及び1,2ナンバー)　を収
容する施設
(例　大型トラック)

普通自動車　(3の一部)
び4,5,6ナンバー)　及び

(注１)　収容施設の延長は、種別を参考に収容車両が必要とする最低限の幅を検討するものとする。

2
5
0

h

1
4
0

1
0

2
0
0

3
5
0

35 165 500

700

1
5
0

175 30

コンクリート

1：10

歩道切下げコンクリートブロックＡ1型

コンクリート

調節用コンクリート
(別途計算)

(    x100)x(    x200)x600

普通18-8-20BB

160
170

150
170

2
5
0

h

1
4
0

1
0 1
0
0

2
5
0

35 165 500

700

5
0

175 30

歩道切下げコンクリートブロックＢ１型

コンクリート
調節用コンクリート

    x100x600

普通18-8-20BB

160
170

コンクリート　普通18-8-20BB

調節用コンクリート　普通18-8-20BB
5
0

1
0
0

(別途計算)

（１００箇所当り）

5
0

1：10

１５５型排  水
(車乗入れ部)

２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

Ｔ街きょ工

（補修用）

(24kg/個)

(24kg/個)

(24kg/個)

(24kg/個)

(35kg/個)

(35kg/個)

(35kg/個)

(35kg/個)

S=1/20 ｈ

(注２)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。

普通18-8-20BB
コンクリート
普通18-8-20BB



２０３４

街きょ工（１５５－１型 車乗入れ部）

正 面 図

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ-Ｂ 断 面 図

すり合せ部 すり合せ部

Ａ Ｂ

乗入れ部

切下げ延長　Ｌ

ＢＡ 歩道切下げコンクリートブロックＢ３型
歩道切下げコンクリートブロックＡ３型

材　　料　　表

3002000.646.1303Ａ型 160.6

5002000.964.9424Ｂ型 224.8

7002001.283.7545Ｃ型 289.1

1,0002001.6111.8727Ｄ型 385.5

型式

T

切り下
延　長

L　(cm)

コンクリート
普通18-8-20BB

(ｍ )

モルタル
１：３

型　枠

(㎡)

すり合せ
ブロック
Ａ3型
(個)

乗入れ
ブロック
Ｂ3型
(個)

収容施設の種別
(参考)

3 (ｍ )3

軽自動車を収容する施設
(例　軽自動車)

普通自動車　(3の一部)
び4,5,6ナンバー)　及び
小型自動車　(8の一部及

を収容する施設
(例　普通乗用車)
小型自動車　(8の一部及

を収容する施設で前面道
路の狭い場合

(例 ２ｔ～４ｔ トラック)

普通自動車　(3,8の一部
及び1,2ナンバー)　を収
容する施設
(例　大型トラック)

普通自動車　(3の一部)
び4,5,6ナンバー)　及び

(注１)　収容施設の延長は、種別を参考に収容車両が必要とする最低限の幅を検討するものとする。

2
5
0

h
1
4
0
1
0

2
0
0

3
5
0

35 165 500

700

175 30

1：１０

コンクリート　

2
5
0

1
4
0
1
0
1
5
0

3
0
0

50 220 500

800
5
0

270 30

コンクリート　普通18-8-20BB

調節用コンクリート
コンクリート　普通18-8-20BB

平 面 図

（１００箇所当り）

1
0
0

h

30

5
0

1
0
0

2
0

調節用コンクリート(別途計算)

普通18-8-20BBh
1
0

2
0
0

1：１０

１５５－１型排  水 ２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

Ｔ
(車乗入れ部)

（補修用）

(39kg/個)

(39kg/個)

(39kg/個)

(39kg/個)

(44kg/個)

(44kg/個)

(44kg/個)

(44kg/個)

S=1/20
ｈ

1
4
0

街きょ工

歩道切下げコンクリートブロックＡ3型

歩道切下げコンクリートブロックＢ3型

町 田 市 道 路 部

(    x200)x(    x150)x600150
170

 30
250

(    x150)x600 30
250

(注２)　調達可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。

普通18-8-20BB

コンクリート　

普通18-8-20BB



２０３５ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(２０５型　車乗入れ部)

正 面 図

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

として用いる(別途計算)

路盤構造により調節用

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

h
1
6
5
1
0

2
5
0

すり合せ部 乗入れ部 すり合せ部

切下げ延長　Ｌ

Ａ Ｂ

ＢＡ

歩道切下げｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸB2型歩道切下げｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸA2型

材　　料　　表

3002000.548.5303Ａ型 175.7

5002000.867.5424Ｂ型 246.0

7002001.087.4545Ｃ型 316.4

1,0002001.3116.5727Ｄ型 421.8

型式

T

切り下
延　長

L　(cm)

コンクリート
普通18-8-20BB

(ｍ )

モルタル
１：３

型　枠

(㎡)

すり合せ
ブロック
Ａ２型
(個)

乗入れ
ブロック
Ｂ２型
(個)

収容施設の種別
(参考)

3 (ｍ )3

軽自動車を収容する施設
(例　軽自動車)

普通自動車 (3の一部)
び4,5,6ナンバー)　及び
小型自動車 (8の一部及

を収容する施設
(例　普通乗用車)
小型自動車 (8の一部及

を収容する施設で前面道
路の狭い場合

(例 ２ｔ～４ｔ トラック)

普通自動車 (3,8の一部
及び1,2ナンバー)　を収
容する施設
(例　大型トラック)

普通自動車　(3の一部)
び4,5,6ナンバー)　及び

(注１)　収容施設の延長は、種別を参考に収容車両が必要とする最低限の幅を検討するものとする。

2
5
0

h
1
6
5
1
0

2
5
0

4
2
5

50 200 500

750

2
0
0

225 30

コンクリート

１：２０

歩道切下げｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸA2型

コンクリート

調節用コンクリート
(別途計算)

(    x100)x(    x250)x600

普通18-8-20BB

195
205

180
205

2
5
0

h
1
6
5
1
0 1
0
0

2
7
5

50 200 500

750

5
0

225 30

歩道切下げｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸB2型

コンクリート

調節用コンクリート
(別途計算)

    x100x600195
205

コンクリート　普通18-8-20BB

（１００箇所当り）

１：２０

（補修用）

２０５型排  水 ２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

Ｔ街きょ工

(28kg/個)(43kg/個)

(28kg/個)(43kg/個)

(28kg/個)(43kg/個)

(28kg/個)(43kg/個)

S=1/20 ｈ(車乗入れ部)

コンクリート　普通18-8-20BB

普通18-8-20BB

普通18-8-20BB

コンクリート
普通18-8-20BB

(注２)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



２０３６ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(２０５－１型　車乗入れ部)

正 面 図

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

すり合せ部 すり合せ部

Ａ Ｂ

乗入れ部

切下げ延長　Ｌ

ＢＡ

歩道切下げｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸB3型歩道切下げｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸA4型

材　　料　　表

3002000.650.6303Ａ型 175.7

5002000.971.1424Ｂ型 246.0

7002001.291.5545Ｃ型 316.4

1,0002001.6122.2727Ｄ型 421.8

型式

T

切り下
延　長

L　(cm)

コンクリート
普通18-8-20BB

(ｍ )

モルタル
１：３

型　枠

(㎡)

すり合せ
ブロック
Ａ４型
(個)

乗入れ
ブロック
Ｂ３型
(個)

収容施設の種別
(参考)

3 (ｍ )3

軽自動車を収容する施設
(例　軽自動車)

普通自動車 (3の一部)
び4,5,6ナンバー)　及び
小型自動車 (8の一部及

を収容する施設
(例　普通乗用車)
小型自動車 (8の一部及

を収容する施設で前面道
路の狭い場合

(例 ２ｔ～４ｔ トラック)

普通自動車 (3,8の一部

及び1,2ナンバー) を収

容する施設

(例　大型トラック)

普通自動車 (3の一部)
び4,5,6ナンバー) 及び

(注１)　収容施設の延長は、種別を参考に収容車両が必要とする最低限の幅を検討するものとする。

2
5
0

h
1
6
5
1
0

2
5
0

4
2
5

50 200 500

750

2
0
0

225 30
コンクリート

１：２０

コンクリート　普通18-8-20BB

2
5
0

1
6
5
1
0
1
5
0

3
2
5

50 220 500

800
5
0

270 30

コンクリート　普通18-8-20BB

平 面 図

（１００箇所当り）

1
7
5

h

30

7
5

1
0
0

2
0

調節用コンクリート

(別途計算)

１：２０

２０５－１型排  水 ２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

ｈ
街きょ工

（補修用）
S=1/20

(39kg/個)(50kg/個)

(39kg/個)(50kg/個)

(39kg/個)(50kg/個)

(39kg/個)(50kg/個)

(車乗入れ部)

Ｔ

h
1
6
5
1
0

2
5
0

歩道切下げｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸA4型

歩道切下げｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｸB3型(    x250)x(    x150)x600180
205

 30
250

(    x150)x600 30
250

コンクリート　普通18-8-20BB

コンクリート　普通18-8-20BB(BB182B)

普通18-8-20BB
コンクリート
普通18-8-20BB

コンクリート　普通18-8-20BB

(注２)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



２０３７ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(１５５ＳＦ型　車乗入れ部)
155 SF 型排  水 ２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

Ｔ

(車乗入れ部)

正 面 図

として用いる(別途計算)

路盤構造により調節用

h
1
6
0
1
0

2
0
0

すり合せ部 すり合せ部乗入れ部

施設延長　Ｌ１

ＢＡ

歩道切下げコンクリートブロック

コンクリート　普通18-8-20BB

調節用コンクリート

切下げ延長　Ｌ

Ａ Ｂ

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

15
0R

両面歩車道境界ブロック (端末)両面歩車道境界ブロック (端末)

材　　料　　表

5002000.763.4303Ａ型 241.7

7002000.981.5424Ｂ型 310.7

9002001.199.7545Ｃ型 379.6

1,2002001.4126.9727Ｄ型 483.4

型式

T

切り下
延　長

L　(cm)

コンクリート
普通18-8-20BB

(ｍ )

モルタル
１：３

型　枠

(㎡)

両面歩車道
境界ブロック
(端末)
(個)

乗入れ
ブロック

(個)

収容施設の種別
(参考)

3 (ｍ )3

軽自動車を収容する施設
(例　軽自動車)

普通自動車　(3の一部)
び4,5,6ナンバー)　及び
小型自動車　(8の一部及

を収容する施設
(例　普通乗用車)
小型自動車　(8の一部及

を収容する施設で前面道
路の狭い場合

(例　２ｔ～４ｔ　トラック)

普通自動車　(3,8の一部
及び1,2ナンバー)　を収
容する施設
(例　大型トラック)

普通自動車　(3の一部)
び4,5,6ナンバー)　及び

(注１)　収容施設の延長は、種別を参考に収容車両が必要とする最低限の幅を検討するものとする。

（１００箇所当り）

424

545

666

848

施　設
延　長

Ｌ１(cm)

材料表には端末ブロック数量を含む。

175

1
2
0

500

2
5
0

1
5
0

1
6
0
1
0 1
0
0

3
7
0

175 30
コンクリート

コンクリート　普通18-8-20BB

６％

1
0
0

歩道面
25

700

調節用コンクリート

175

2
0

500

2
5
0

5
0

1
6
0
1
0 1
0
0

2
7
0

175 30

６％

25

700

調節用コンクリート

5
02
0
3
0

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

(23kg/個)(44kg/個)

(23kg/個)(44kg/個)

(23kg/個)(44kg/個)

(23kg/個)(44kg/個)

街きょ工

h h

ｈ

両面歩車道境界ブロック(端末)

歩道切下げコンクリートブロックx200x600 (150R)150
190

S=1/20

普通18-8-20BB

普通18-8-20BB
コンクリート
普通18-8-20BB

コンクリート　普通18-8-20BB

(注２)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。

x200x600 (150R)150
190 x200x600 (150R)150

190



２０３８

街きょ工(１５５－１型　車乗入れ部)

正 面 図

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ-Ｂ 断 面 図

すり合せ部 すり合せ部

Ａ Ｂ

乗入れ部

切下げ延長　Ｌ

ＢＡ 歩道切下げコンクリートブロックＢ３型
歩道切下げコンクリートブロックＡ３型

材　　料　　表

3002000.649.0303Ａ型 172.7

5002000.969.0424Ｂ型 241.7

7002001.288.9545Ｃ型 310.7

1,0002001.6118.9727Ｄ型 414.4

型式

T

切り下
延　長

L　(cm)

コンクリート
普通１８－８－２０ＢＢ

(ｍ )

モルタル
１：３

型　枠

(㎡)

すり合せ
ブロック
Ａ3型
(個)

乗入れ
ブロック
Ｂ3型
(個)

収容施設の種別
(参考)

3 (ｍ )3

軽自動車を収容する施設
(例　軽自動車)

普通自動車 (3の一部)
び4,5,6ナンバー) 及び
小型自動車 (8の一部及

を収容する施設
(例　普通乗用車)
小型自動車 (8の一部及

を収容する施設で前面道
路の狭い場合

(例 ２ｔ～４ｔ トラック)

普通自動車 (3,8の一部

及び1,2ナンバー) を収

容する施設

(例　大型トラック)

普通自動車 (3の一部)
び4,5,6ナンバー) 及び

(注１)　収容施設の延長は、種別を参考に収容車両が必要とする最低限の幅を検討するものとする。
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h
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6
0
1
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0

3
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0

35 165 500

700

175 30

６％

コンクリート

2
5
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1
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1
0
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0

3
2
0

50 220 500

800

5
0

270 30

６％

調節用コンクリート

平 面 図

（１００箇所当り）

1
2
0

h

30

7
0

1
0
0

2
0

調節用コンクリート

(別途計算)

普通１８－８－２０BBh
1
6
0
1
0

2
0
0

１５５－１型排  水 ２０２５

形　状種　別 変　数 作 成 年 度

Ｔ

（車乗入れ部）

工　種

S=1/20

(39kg/個)(44kg/個)

(39kg/個)(44kg/個)

(39kg/個)(44kg/個)

(39kg/個)(44kg/個)

街きょ工
ｈ

歩道切下げコンクリートブロックＡ3型
歩道切下げコンクリートブロックＢ3型

町 田 市 道 路 部

コンクリート　普通１８－８－２０BB

コンクリート　普通１８－８－２０BB

普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート
普通１８－８－２０ＢＢ

(注２)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



２０３９

街きょ工(２０５型　車乗入れ部)

正 面 図

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

として用いる(別途計算)

路盤構造により調節用

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

h
1
6
0
1
0

2
5
0

すり合せ部 乗入れ部 すり合せ部

切下げ延長　Ｌ

Ａ Ｂ

ＢＡ
歩道切下げコンクリートブロックＢ２型歩道切下げコンクリートブロックＡ２型

材　　料　　表

3002000.547.8303Ａ型 172.7

5002000.866.8424Ｂ型 241.7

7002001.085.9545Ｃ型 310.7

1,0002001.3114.6727Ｄ型 414.4

型式

T

切り下
延　長

L (cm)

コンクリート
普通18-8-20BB

(ｍ )

モルタル
１：３

型　枠

(㎡)

すり合せ
ブロック
Ａ２型
(個)

乗入れ
ブロック
Ｂ２型
(個)

収容施設の種別
(参考)

3 (ｍ )3

軽自動車を収容する施設
(例　軽自動車)

普通自動車 (3の一部)
び4,5,6ナンバー) 及び
小型自動車 (8の一部及

を収容する施設
(例　普通乗用車)
小型自動車 (8の一部及

を収容する施設で前面道
路の狭い場合

(例　２ｔ～４ｔ トラック)

普通自動車 (3,8の一部
及び1,2ナンバー) を収
容する施設
(例 大型トラック)

普通自動車　(3の一部)
び4,5,6ナンバー) 及び

(注１)　収容施設の延長は、種別を参考に収容車両が必要とする最低限の幅を検討するものとする。

2
5
0

h
1
6
0
1
0

2
5
0

4
2
0

50 200 500

750

2
0
0

225 30

６％

歩道切下げコンクリートブロックＡ２型

コンクリート

調節用コンクリート
(別途計算)

(    x100)x(    x250)x600

普通１８－８－２０ＢＢ

195
205

180
205

2
5
0

h
1
6
0
1
0

1
0
0

2
7
0

50 200 500

750

5
0

225 30

６％

歩道切下げコンクリートブロックＢ２型

調節用コンクリート
(別途計算)

    x100x600195
205

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

（１００箇所当り）

２０５型排  水 ２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

Ｔ

(車乗入れ部）S=1/20

(43kg/個) (28kg/個)

(43kg/個) (28kg/個)

(43kg/個) (28kg/個)

(43kg/個) (28kg/個)

街きょ工

ｈ

1
7
0

町 田 市 道 路 部

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート
普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート
普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート
普通１８－８－２０ＢＢ

(注２)　調達可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



２０４０ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(２０５－１型　車乗入れ部)

正 面 図

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

すり合せ部 すり合せ部

Ａ Ｂ

乗入れ部

切下げ延長　Ｌ

ＢＡ

歩道切下げコンクリートブロックＢ３型歩道切下げコンクリートブロックＡ４型

材　　料　　表

3002000.749.5303Ａ型 172.7

5002000.969.5424Ｂ型 241.7

7002001.289.4545Ｃ型 310.7

1,0002001.6119.4727Ｄ型 414.4

型式

T

切り下
延　長

L (cm)

コンクリート
普通１８－８－２０ＢＢ

(ｍ )

モルタル
１：３

型　枠

(㎡)

すり合せ
ブロック
Ａ４型
(個)

乗入れ
ブロック
Ｂ３型
(個)

収容施設の種別
(参考)

3 (ｍ )3

軽自動車を収容する施設
(例　軽自動車)

普通自動車 (3の一部)
び4,5,6ナンバー) 及び
小型自動車 (8の一部及

を収容する施設
(例　普通乗用車)
小型自動車 (8の一部及

を収容する施設で前面道
路の狭い場合

(例 ２ｔ～４ｔ トラック)

普通自動車 (3,8の一部

及び1,2ナンバー)を収

容する施設

(例　大型トラック)

普通自動車 (3の一部)
び4,5,6ナンバー) 及び

(注１)　収容施設の延長は、種別を参考に収容車両が必要とする最低限の幅を検討するものとする。
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0

225 30
コンクリート

６％

2
5
0

1
6
0
1
0
1
5
0

3
2
0

50 220 500

800

5
0

270 30

６％

コンクリート

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ
コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

平 面 図

（１００箇所当り）

1
7
0

h

30

7
0

1
0
0

2
0

調節用コンクリート(別途計算)

２０５－１型排  水 ２０２５

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

Ｔ

(車乗入れ部）

S=1/20

(50kg/個) (39kg/個)

(50kg/個) (39kg/個)

(50kg/個) (39kg/個)

(50kg/個) (39kg/個)

街きょ工

ｈ

h
1
6
0
1
0

2
5
0

歩道切下げコンクリートブロックＡ4型

歩道切下げコンクリートブロックＢ3型

普通１８－８－２０ＢＢ
コンクリート

普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート
普通１８－８－２０ＢＢ 普通１８－８－２０ＢＢ

(注２)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

２０４１

街きょ工(１５５型　２本すりつけ)

正 面 図

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

Ａ

ｈ ２０２５

１：１０

1
4
0 1

0
2
0
0

Ａ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

Ｂ

Ｂ

歩道切下げコンクリートブロックＢ１型

平坦部

2本すりつけ
１５５型

（１００箇所当り）

150(    ×200)×(    ×135)×600

普通１８－８－２０ＢＢ

本

ｍ

200.0コンクリートブロック(Ａ1)

コンクリート

材　　料　　表

170

数　　量形状寸法 単位品　　　　名

〃 200.0

㎡ 128.5型　　　　　枠

0.4１：３モ　ル　タ　ル

34.13

ｍ3

〃　　　(Ｂ1)

157
170

注１)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

歩行者の通行動線方向に５(８)％以下の勾配になるように舗装をすりつける。

165 50035

1
4
0
1
0
2
0
0

3
5
0

h

175 30 2
5
0

1
5
0

700

コンクリート

１：１０

165 50035

1
4
0
1
0
7
0

2
2
0

h

175 30 2
5
0

2
0

700

調節用コンクリート　(別途計算)調節用コンクリート (別途計算)

1
3
5

600 600 600 600

歩道切下げコンクリートブロックＡ１型

7
0

157(    ×135)×(    ×70)×600170
163
170

摘    要

敷モルタル用

（補修用）

38 kg/個

24 kg/個

h

街きょ工排　水

S=1/20

町 田 市 道 路 部

歩道切下げコンクリート

ブロックＡ１型 歩道切下げコンクリート

ブロックC１型

調整用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

調整用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

普通１８－８－２０ＢＢ
コンクリート

普通１８－８－２０ＢＢ

注２)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート

普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート

普通１８－８－２０ＢＢ



形　状

２０５型

2本すりつけ
排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

２０４２ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(２０５型　２本すりつけ)

正 面 図

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

１：２０

200 50050

1
6
5
1
0

2
5
0

4
2
5

h

225 30 2
5
0

2
0
0

750

コンクリート

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

調節用コンクリート(別途計算)調節用コンクリート(別途計算)

１：２０

200 50050

1
6
5
1
0

7
0

2
4
5

h

225 30 2
5
0

2
0

750

1
6
5
1
0

2
5
0

4
2
5

h

Ａ

600 600 600 600

Ａ

Ｂ

Ｂ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

平坦部

歩道切下げコンクリートブロックＡ２型

7
0

歩道切下げコンクリートブロックＢ２型

1
6
0

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

歩行者の通行動線方向に５(８)％以下の勾配になるように舗装をすりつける。

（１００箇所当り）

数量

180(   ×250)×(   ×160)×600

形状寸法

本

単位

200.0

品　　　　名

材　　料　　表

摘　　　　要

205

〃 200.0

普通１８－８－２０ＢＢ ｍ 38.8コンクリート

１：３ 〃 0.4モ　ル　タ　ル 敷モルタル用

㎡ 140.6型　　　　枠

すりつけ
ブロック(Ａ２)

ブロック(Ｂ２)

3

189
205

189(   ×160)×(   ×70)×600205
198
205

コンクリート

（補修用）

32 kg/個

56 kg/個

すりつけ

街きょ工 ｈ

S=1/20

歩道切下げコンクリート

ブロックＡ２型 歩道切下げコンクリート

ブロックC２型

調整用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

調整用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

普通１８－８－２０ＢＢ
コンクリート

普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート

普通１８－８－２０ＢＢ



２０４３ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(１５５型及び１０５型　歩行者横断用平坦部)

正 面 図

Ａ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

１：１０

165 50035

1
4
0

1
0

7
0

2
2
0

h

175 30 2
5
0

2
0

700

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

600

h
1
4
0
1
0

7
0

Ａ

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。歩道切下げコンクリートブロックＣ１型すりつけ部

（１００ｍ当り）

数　　量

163 ×70×600

形状寸法

本

単位

165.0コンクリートブロック(Ｃ1)

品　　　　名

材　　料　　表

摘　　　　要

170

ｍ 14.1コンクリート

１：３ 〃 0.1モ　ル　タ　ル

㎡ 53.0型　　　　　枠

3普通１８－８－２０ＢＢ

(別途計算)

歩道切下げコンクリートブロックＣ１型

普通１８－８－２０ＢＢ

Ａ－Ａ 断 面 図

調節用コンクリート

コンクリート

敷モルタル用

形　状

１５５型及び排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

街きょ工

１０５型

（補修用）

S=1/20

17 kg/個

（歩行者横断用
平坦部）

163 ×70×600170

ｈ

普通１８－８－２０ＢＢ
コンクリート

(注)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



２０４４

街きょ工(２０５型　歩行者横断用平坦部)

正 面 図

Ａ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

１：２０

200 50050

1
6
5

1
0

7
0

2
4
5

h

225 30 2
5
0

2
0

750

コンクリート

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

600

h
1
6
5
1
0
7
0

Ａ

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

歩道切下げコンクリートブロックＣ２型

（１００ｍ当り）

数　　量

198×70×600

形状寸法

本

単位

165.0コンクリートブロック(Ｃ2)

品　　　　名

材　　料　　表

摘　　　　要

205

ｍ 16.5コンクリート

１：３ 〃 0.2モ　ル　タ　ル

㎡ 58.0型　　　　　枠

3普通１８－８－２０ＢＢ

(別途計算)

歩道切下げコンクリートブロックＣ２型

コンクリート

Ａ－Ａ 断 面 図

調節用コンクリート

形　状

排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

平坦部）
２０５型

敷モルタル用

（補修用）

20 kg/個

S=1/20

（歩行者横断用
街きょ工

ｈ

198×70×600
205

町 田 市 道 路 部

普通１８－８－２０ＢＢ

普通１８－８－２０ＢＢ

(注)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。

すりつけ部



形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

２０４５ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(１５５型　歩行者横断用平坦部３本すりつけ)

正 面 図

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

Ａ

排　水 ２０２５

（注１）　調節用コンクリートとその型枠は、別途考慮する。

１：１０

1
4
0 1

0
2
0
0

Ａ

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

Ｅ１

Ｂ

Ｂ

Ｅ２ Ｅ３

すりつけ部　１８００ 平坦部　(横断歩道の幅員) すりつけ部　１８００

Ｅ３ Ｅ２ Ｅ１

歩道切下げコンクリートブロック

歩道切下げコンクリートブロック

平坦部）3本すりつけ
１５５型

（１００箇所当り）

150(   ×200)×(     ×157)×600

普通１８－８－２０ＢＢ

本

ｍ

200.0すりつけブロック(Ｅ１)

コンクリート

材　　料　　表

170

数　　量形状寸法 単位品　　　　名

〃 200.0

〃 200.0

㎡ 256.5型　　　　　枠

0.7１：３モ　ル　タ　ル

68.23

ｍ3

〃　 　(Ｅ２)

〃　　　(Ｅ３)

154
170

154(     ×157)×(     ×113)×600170
159
170

159(     ×113)×(   ×70)×600170
163
170

１５５型

注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

歩行者の通行動線方向に５(８)％以下の勾配になるように舗装をすりつける。

165 50035

1
4
0
1
0

2
0
0

3
5
0

h

175 30 2
5
0

1
5
0

700

コンクリート

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

普通１８－８－２０ＢＢ

１：１０

165 50035

1
4
0
1
0
7
0

2
2
0

h

175 30 2
5
0

2
0

700

調節用コンクリート　(別途計算)調節用コンクリート　(別途計算)コンクリート
普通１８－８－２０ＢＢ

（補修用）

30 kg/個

摘　要

40 kg/個

21 kg/個

(歩行者横断用 
街きょ工

ｈ

h

S=1/25

1
5
7

1
1
3

7
0

7
0 1
1
3

1
5
7

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート
普通１８－８－２０ＢＢ

（注２）　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

２０４６ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(２０５型　歩行者横断用平坦部３本すりつけ)

正 面 図

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

Ａ

排　水 ２０２５

（注１）　調節用コンクリートとその型枠は、別途考慮する。

１：２０

1
6
5
1
0
2
5
0

Ａ

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

Ｅ４

Ｂ

Ｂ

Ｅ５ Ｅ６

すりつけ部　１８００ すりつけ部　１８００

Ｅ６ Ｅ５ Ｅ４

歩道切下げコンクリートブロック

平坦部　(横断歩道の幅員)

平坦部）3本すりつけ
２０５型

（１００箇所当り）

180(   ×250)×(   ×190)×600

普通１８－８－２０ＢＢ

本

ｍ

200.0コンクリートブロック(Ｅ４)

コンクリート

材　　料　　表

205

数　　量形状寸法 単位品　　　　名

〃 200.0

〃 200.0

㎡ 280.7型　　　　　枠

0.8１：３モ　ル　タ　ル

58.53

ｍ3

〃　　　(Ｅ５)

〃　　　(Ｅ６)

186
205

186(   ×190)×(   ×130)×600205
192
205

192(   ×130)×(   ×70)×600205
198
205

２０５型　(参考)

注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

歩行者の通行動線方向に５(８)％以下の勾配になるように舗装をすりつける。

200 50050

2
5
0

4
2
5

h

225 30 2
5
0

2
0
0

750

コンクリート

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

調節用コンクリート　(別途計算)調節用コンクリート　(別途計算)

１：２０

200 50050

1
6
5
1
0

7
0

2
4
5

h

225 30 2
5
0

2
0

750

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

（補修用）

備　　考

60 kg/個

43 kg/個

21 kg/個

（歩行者横断用
街きょ工

ｈ

h

1
6
5
1
0

コンクリート

2
5
0

1
9
0

1
3
0

7
0

2
5
0

7
0 1
3
0

1
9
0

S=1/25

普通１８－８－２０ＢＢ
コンクリート

普通１８－８－２０ＢＢ

普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート

普通１８－８－２０ＢＢ

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

歩道切下げコンクリートブロック

（注２）　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



２０４７

街きょ工(１５５型　歩行者横断用平坦部５本すりつけ)

正 面 図

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

1
6
0
1
0
2
0
0

h

600 600 600 600 600

9
6

1
2
2

1
4
8

1
7
4

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

9
6

1
2
2

1
4
8

1
7
4

600 600 600 600 600

7
0

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

歩道切下げコンクリートブロック

平坦部

（１００箇所当り）

数量

150(   ×200)×(   ×174)×600

形状寸法

本

単位

200.0

品　　　　名

材　　料　　表

摘　　　　要

170

〃 200.0

普通１８－８－２０ＢＢ ｍ

200.0

１：３ 〃

200.0

㎡

200.0

すりつけブロック(5Ｆ1)

3

153
170

〃

〃

〃

〃

コンクリート

モ　ル　タ　ル

型　　　　　枠

〃

〃

〃

90.7

0.9

345.4

155(   ×148)×(   ×122)×600170
158
170

158(   ×122)×(   × 96)×600170
160
170

160(   × 96)×(   × 70)×600170
163
170

153(   ×174)×(   ×148)×600170
155
170

（注１）　本材料表はすりつけ部両側の数量である。

Ａ－Ａ 断 面 図 Ｂ－Ｂ 断 面 図

2
5
0

h

1
6
0

3
7
0

35 165 500

700

1
5
0

175 30

６％

2
5
0

h

1
6
01
0 7
0

2
4
0

35 165 500

700

2
0

175 30

６％

コンクリート

普通１８－８－２０ＢＢ

調節用コンクリート (別途計算)

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

排　水 ２０２５
平坦部）5本すりつけ

１５５型街きょ工
（歩行者横断用 ｈ

5Ｆ1 5Ｆ2 5Ｆ3 5Ｆ4 5Ｆ5 5Ｆ5 5Ｆ4 5Ｆ3 5Ｆ2 5Ｆ1

(5Ｆ2)

(5Ｆ3)

(5Ｆ4)

(5Ｆ5)

2
0
0

1
0

42㎏/個

37㎏/個

31㎏/個

25㎏/個

19㎏/個

S=1/30

町 田 市 道 路 部

歩道切下げコンクリートブロック

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート

普通１８－８－２０ＢＢ

調節用コンクリート (別途計算)

（注２）　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



２０４８ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(１５５型及び１０５型　歩行者横断用平坦部)

正 面 図

Ａ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

６％

165 50035

1
6
0
1
0

7
0

2
4
0

h

175 30 2
5
0

2
0

700

コンクリート

コンクリート 普通１８－８－２０ＢＢ

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

600

h
1
6
0

1
0

7
0

Ａ

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

歩道切下げコンクリートブロックＣ１型すりつけ部

（１００ｍ当り）

数　　量

163×70×600

形状寸法

本

単位

165.0コンクリートブロックC1

品　　　　名

材　　料　　表

摘　　　　要

170

ｍ 15.0コンクリート

１：３ 〃 0.1モ　ル　タ　ル

㎡ 57.0型　　　　　枠

3普通１８－８－２０ＢＢ

(別途計算)

歩道切下げコンクリートブロックＣ１型

普通１８－８－２０ＢＢ

Ａ－Ａ 断 面 図

調節用コンクリート

コンクリート

形　状工　種 種　別 変　数 作 成 年 度

排　水 ２０２５１５５型及び
１０５型

17 kg/個

（歩行者横断用
街きょ工

平坦部）
ｈ

163 ×70×600
170

S=1/25

普通１８－８－２０ＢＢ

(注)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



２０４９ 町 田 市 道 路 部

街きょ工(２０５型　歩行者横断用平坦部)

正 面 図

Ａ

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

６％

200 50050

1
6
0
1
0

7
0

2
4
0

h

225 30 2
5
0

2
0

750

コンクリート

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

調節用コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

600

h
1
6
0

1
0

7
0

Ａ

(注)　各ブロックの間には、目地モルタルを施すこと。

歩道切下げコンクリートブロックＣ２型すりつけ部

（１００ｍ当り）

数　　量

198×70×600

形状寸法

本

単位

165.0コンクリートブロックC2

品　　　　名

材　　料　　表

摘　　　　要

205

ｍ 15.8コンクリート

１：３ 〃 0.2モ　ル　タ　ル

㎡ 57.0型　　　　　枠

3普通１８－８－２０ＢＢ

(別途計算)

歩道切下げコンクリートブロックＣ２型

コンクリート

Ａ－Ａ 断 面 図

調節用コンクリート

形　状

排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度
街きょ工

２０５型

20 kg/個

198×70×600205

（歩行者横断用
平坦部）

ｈ

S=1/20

普通１８－８－２０ＢＢ

普通１８－８－２０ＢＢ

(注)　調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



形　状

１５５型

クリート使用
排　水 現場打コン

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

２０５０

街きょ用集水ます工（１５５型、現場打コンクリート使用）

注）

集水ます工

街きょ用

1
0

1
0
0

1
5
0

H
=
(
6
5
0
)

(
9
0
0
)

665 5050

765

20
0

1
5
0

150 365 150

再生クラッシャラン
（ＲＣ－４０）

コンクリート　普通１８-８－２０ＢＢ

モルタル（１：３）

Ａ－Ａ 断 面 図

4
0
6

50 665 50

5
0

6
0
0

5
0

150 365 150

9
7

9
7

2
0
0

Ｂ

Ａ

Ｂ

再生クラッシャラン

品　　　　名 数　　量

5.4ＲＣ－４０

形状・寸法 単位

(100箇所当り)

コ ン ク リ ー ト 普通１８－８－２０ＢＢ 21.3

縁　　　　　　　塊 ふ　た　共 組 100.0

モ　 ル　 タ 　ル １：３（据付用） 0.3

型　　　　　　　枠  298.6

材　　料　　表

m 3

3m 

3m 

㎡

・（　）内は、標準値を示す。
・流出・排水施設については変更する場合がある。

Ｂ－Ｂ 断 面 図

Ａ

1
7
0

665

2
7
0

１：１０

（補修用）

摘　　要

100 kg/個

縁　塊

町 田 市 道 路 部

・供用後も、蓋と縁塊の隙間が開かない(1.5cm以下を目安)構造とすること。

・原則としてグレーチングふたを使用する。なお
歩行者横断部のグレーチング蓋は原則として細目タイプとする。

・調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



形　状

１５５－Ｉ型

側塊使用
排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

２０５１

街きょ用集水ます工（１５５－Ｉ型、側塊使用）

・流出・排水施設については変更する場合がある。

街きょ用

集水ます工

665

1
7
0

1
0
0

3
0

1
0

1
0

1
0

1
0

2
7
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

1
0
0

20
0

1
5
0

50 650 50

750

50075 75

コンクリート側塊

コンクリート側塊

コンクリート側塊
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再生クラッシャラン

(ＲＣ－４０）

敷モルタルまたは敷砂

コンクリート底版塊

・原則としてグレーチングふたを使用する。なお

（注）

品　　　　名

基　　　礎　　　材

材　　料　　表

形状・寸法 単位

（100箇所当り）

数　　量

4.4

敷モルタルまたは敷砂 〃 1.3

底　　　版　　　塊 個 100.0

側　　　　　　　塊 1　号 〃 100.0

〃 ２　号 〃 100.0

〃 ３　号 〃 100.0

縁　　　　　　　塊 組 100.0

モ　ル　タ　ル １：３ 0.8

m 3

m 3

１：10

（補修用）

摘　　要

79 kg/個

99 kg/個

99 kg/個

106 kg/個

100 kg/個

グレーチングふた Ｔ－25 枚 100.0

歩行者横断部のグレーチング蓋は原則として細目タイプとする。

コンクリート縁塊

町 田 市 道 路 部

・供用後も、蓋と縁塊の隙間が開かない(1.5cm以下を目安)構造とすること。

ＲＣ－４０



形　状

１５５－Ⅱ型

側塊使用
排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

２０５２

街きょ用集水ます工(１５５－Ⅱ型、側塊使用)

・流出・排水施設については変更する場合がある。

街きょ用

集水ます工
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(有　　孔）

(有　　孔）

再生クラッシャラン

(ＲＣ－４０）

敷モルタルまたは敷砂

コンクリート底版塊

（注）

品　　　　名

基　　　礎　　　材

材　　料　　表

形状・寸法

ＲＣ－４０

単位

（100箇所当り）

数　　量

4.4

敷モルタルまたは敷砂 〃 1.3

底　　　版　　　塊 個 100.0

側　　　　　　　塊 １　号 〃 100.0

〃 ２　号 〃 100.0

〃 ３　号 〃 200.0

縁　　　　　　　塊 組 100.0

モ　ル　タ　ル １：３ 0.9

m 3

m 3

１：１０

コンクリート縁塊

20
0

1
0

3
0
0

コンクリート側塊

750

（補修用）

摘　　要

79 kg/個

99 kg/個

99 kg/個

106 kg/個

100 kg/個

グレーチングふた Ｔ－25 枚 100.0

・原則としてグレーチングふたを使用する。なお

歩行者横断部のグレーチング蓋は原則として細目タイプとする。

町 田 市 道 路 部

・供用後も、蓋と縁塊の隙間が開かない(1.5cm以下を目安)構造とすること。



形　状

２０５Ｂ現場

ート使用

排　水 打コンクリ

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

２０５３

街きょ用集水ます工（２０５Ｂ、現場打コンクリート使用）

断 面 図

注）

集水ます工

街きょ用
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コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

コンクリート縁塊

モルタル（１：３）

Ａ－Ａ 断 面 図
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品　　　　名 数　　量

6.4ＲＣ－４０

形状・寸法 単位

(100箇所当り)

コ ン ク リ ー ト 25.0

縁　　　　　　塊 組 100.0

モ　 ル　 タ 　ル １：３（据付用） 0.3

型　　　　　　枠
 

337.2

材　　料　　表

m 3

3m 

3m 

㎡

（　　）内は、標準値を示す。

・流入･流出施設については変更する場合がある。

Ｂ－Ｂ 断 面 図

Ａ

摘　　要 

150 kg/個

グレーチングふた Ｔ－25 100.0枚

・原則としてグレーチングふたを使用する。なお

歩行者横断部のグレーチング蓋は原則として細目タイプとする。

町 田 市 道 路 部

・供用後も、蓋と縁塊の隙間が開かない(1.5cm以下を目安)構造とすること。
・調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。

普通１８－８－２０ＢＢ



形　状

２０５ＢⅠ型

側塊使用
排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

２０５４

街きょ用集水ます工（２０５Ｂ-Ⅰ型、側塊使用）

・流出施設については変更する場合がある。

街きょ用

集水ます工
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再生クラッシャラン

(ＲＣ－４０）

敷モルタルまたは敷砂

コンクリート底版塊

注）

品　　　　名

基　　　礎　　　材

材　　料　　表

形状・寸法

ＲＣ－４０

単位

（100箇所当り）

数　　量

4.4

敷モルタルまたは敷砂 〃 1.3

底　　　版　　　塊 個 100.0

側　　　　　　　塊 １　号 〃 100.0

〃 ２　号 〃 100.0

〃 ３　号 〃 100.0

縁　　　　　　　塊 組 100.0

モ　ル　タ　ル １：３ 0.9

m 3

m 3

１：２０

コンクリート縁塊

20
0

コ ン ク  リ ー ト 普通１８-８-２０BB 1.7

型　　　　　　　枠 14.7

〃

㎡

150180 20 350

700
断 面 図

コンクリート  普通１８－８－２０ＢＢ（ＢＢ１８２Ｂ）

（高さは街きょ厚に準ずる）

摘　　要

79 kg/個

99 kg/個

99 kg/個

106 kg/個

150 kg/個

グレーチングふた Ｔ－25 100.0枚

・原則としてグレーチングふたを使用する。なお

歩行者横断部のグレーチング蓋は原則として細目タイプとする。

町 田 市 道 路 部

・供用後も、蓋と縁塊の隙間が開かない(1.5cm以下を目安)構造とすること。

・調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



形　状

２０５ＢⅡ型

側塊使用
排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

２０５５

街きょ用集水ます工（２０５Ｂ-Ⅱ型、側塊使用）

・流出・排水施設については変更する場合がある。

街きょ用

集水ます工
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再生クラッシャラン

(ＲＣ－４０）

敷モルタルまたは敷砂

（注）

品　　　　名

基　　　礎　　　材

材　　料　　表

形状・寸法

ＲＣ－４０

単位

（100箇所当り）

数　　量

4.4

敷モルタルまたは敷砂 〃 1.3

底　　　版　　　塊 個 100.0

側　　　　　　　塊 １　号 〃 100.0

〃 ２　号 〃 100.0

〃 ３　号 〃 200.0

縁　　　　　　　塊 組 100.0

モ　ル　タ　ル １：３ 0.9

m 3

m 3

１：２０

コンクリート縁塊

20
0

コ ン ク リ ー ト 普通１８-８-２０BB 1.7

型　　　　　　　枠 14.7

〃

㎡

150180 20 350

700

断 面 図

コンクリート　普通１８－８－２０ＢＢ

（高さは街きょ厚に準ずる）

1
0

コンクリート側塊

コンクリート底版塊

3
0
0

摘　　要

79 kg/個

99 kg/個

99 kg/個

106 kg/個

150 kg/個

グレーチングふた Ｔ－25 100.0枚

・原則としてグレーチングふたを使用する。なお

歩行者横断部のグレーチング蓋は原則として細目タイプとする。

町 田 市 道 路 部

・供用後も、蓋と縁塊の隙間が開かない(1.5cm以下を目安)構造とすること。
・調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



形　状

１５５型

クリート使用
排　水 現場打コン

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

２０５６ 町 田 市 道 路 部

街きょ用集水ます工（１５５型、現場打コンクリート使用）

注）

集水ます工

街きょ用
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品　　　　名 数　　量

5.4ＲＣ－４０

形状・寸法 単位

(100箇所当り)

コ ン ク リ ー ト 普通１８－８－２０ＢＢ 21.3

縁　　　　　　　塊 組 100.0

モ　 ル　 タ 　ル １：３（据付用） 0.3

型　　　　　　　枠 298.6

材　　料　　表

m 3

3m 

3m 

㎡

・（　　）内は、標準値を示す。
・流出・排水施設については変更する場合がある。

Ｂ－Ｂ 断 面 図

Ａ
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6%

摘　　要

100 kg/個

グレーチングふた Ｔ－25 100.0枚

コンクリート縁塊

・原則としてグレーチングふたを使用する。なお

歩行者横断部のグレーチング蓋は原則として細目タイプとする。

・供用後も、蓋と縁塊の隙間が開かない(1.5cm以下を目安)構造とすること。
・調達が可能な地域においては、再生骨材コンクリートを活用する。



形　状

１５５－Ｉ型

側塊使用
排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

２０５７

街きょ用集水ます工（１５５－Ｉ型、側塊使用）

断 面 図

・流出・排水施設については変更する場合がある。

街きょ用

集水ます工
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コンクリート側塊

(有　　孔）

(有　　孔）

再生クラッシャラン

(ＲＣ－４０）

敷モルタルまたは敷砂

コンクリート底版塊

（注）

品　　　　名

基　　　礎　　　材

材　　料　　表

形状・寸法

ＲＣ－４０

単位

（100箇所当り）

数　　量

4.4

敷モルタルまたは敷砂 〃 1.3

底　　　版　　　塊 個 100.0

側　　　　　　　塊 1　号 〃 100.0

〃 ２　号 〃 100.0

〃 ３　号 〃 100.0

縁　　　　　　　塊 組 100.0

モ　ル　タ　ル １：３ 0.8

m 3

m 3

6%

摘　　要

79 kg/個

99 kg/個

99 kg/個

106 kg/個

100 kg/個

グレーチングふた Ｔ－25 100.0枚

コンクリート縁塊

・原則としてグレーチングふたを使用する。なお

歩行者横断部のグレーチング蓋は原則として細目タイプとする。

町 田 市 道 路 部

・供用後も、蓋と縁塊の隙間が開かない(1.5cm以下を目安)構造とすること。



形　状

１５５－Ⅱ型

側塊使用
排　水

工　種 種　別

２０２５

変　数 作 成 年 度

２０５８

街きょ用集水ます工(１５５－Ⅱ型、側塊使用）

・流出・排水施設については変更する場合がある。

街きょ用

集水ます工
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再生クラッシャラン

(ＲＣ－４０）

敷モルタル

コンクリート底版塊

（注）

品　　　　名

基　　　礎　　　材

材　　料　　表

形状・寸法

ＲＣ－４０

単位

（100箇所当り）

数　　量

4.4

敷モルタルまたは敷砂 〃 1.3

底　　　版　　　塊 個 100.0

側　　　　　　　塊 １　号 〃 100.0

〃 ２　号 〃 100.0

〃 ３　号 〃 200.0

縁　　　　　　　塊 組 100.0

モ　ル　タ　ル １：３ 0.9

m 3

m 3

6%

コンクリート縁塊
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750

摘　　要

79 kg/個

99 kg/個

99 kg/個

106 kg/個

100 kg/個

グレーチングふた Ｔ－25 100.0枚

・原則としてグレーチングふたを使用する。なお

歩行者横断部のグレーチング蓋は原則として細目タイプとする。

町 田 市 道 路 部

・供用後も、蓋と縁塊の隙間が開かない(1.5cm以下を目安)構造とすること。

または敷砂
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